
　「痛み」は外来・病棟・救急・訪問診療など，診療設定を問わず日常診療で最も頻繁に遭遇す
る訴えの 1つであり，とりわけ慢性疼痛は患者の生活機能，心理状態，社会参画にまで影響を
及ぼす重要な健康課題である．慢性疼痛は，器質的疾患による疼痛が遷延する場合のみならず，
末梢・中枢神経系の可塑的変化，心理社会的因子，睡眠障害や抑うつ・不安などが複雑に関与
し，単純な原因探索だけでは理解しにくい．一方で臨床現場では，限られた診療時間のなかで
診断未確定の段階でも治療が開始され，非ステロイド性抗炎症薬や鎮痛補助薬などの薬物療法
に偏った対応となることも少なくない．その結果，効果不十分，治療の長期化，医療資源の過
剰利用，患者－医療者関係の悪化といった問題を招くことがある．
　本特集は，頻度が高く診療の難度も高い慢性疼痛を取り上げ，臨床医が「慢性疼痛を疾患とし
て捉え直し，構造化して評価し，適切に介入する」ための実践的な枠組みを提供することを目的
とする．その中心となるのが，生物・心理・社会モデルに基づく統合的評価である．すなわち，
疼痛の病態を器質的要因に限定せず，神経障害性疼痛や中枢性感作を含めた機序の理解，レッ
ドフラッグの見極め，疼痛強度のみならず生活機能・睡眠・心理面・社会的背景を評価する視
点を整理し，患者の「困りごと」に焦点をあてた治療目標設定へとつなげる．
　本特集の特徴は，実地医家が明日の診療から活用できる具体的な診療アルゴリズム，問診・
身体診察のポイント，治療の組み立てかた，患者への説明の工夫といった「実践的アプローチ」
を多数盛り込みつつ，その背景にある病態生理や認知・行動の理解，慢性疼痛の捉えかたと
いった「理論的基盤」もていねいに扱っている点にある．実践と理論のいずれかに偏るのではな
く，両者を行き来しながら理解を深められる構成とし，診断が難しい，治療反応が乏しい，患
者－医師関係が悪化しやすいといった困難な慢性疼痛に対しても，再現性をもって対応するた
めの一助となるよう心がけた．
　さらに，慢性腰痛，頭痛，線維筋痛症，術後疼痛，がん関連疼痛など代表的病態をテーマに，
鑑別の要点，薬物・非薬物療法の適切な選択，リハビリテーションや心理的介入の位置づけ，
専門医紹介や多職種連携のタイミングを具体的に解説する．加えて，長期フォローに不可欠な
患者教育や自己管理支援，アウトカム評価の考えかたも取り上げ，地域医療を含む多様な診療
現場で実装可能な慢性疼痛診療のスタンダートを提示している．
　また，本特集は慢性疼痛診療の第一線で活躍するエキスパートが執筆を担当し，最新知見と
豊富な臨床経験に基づいた実践知を提供している．慢性疼痛に対する臨床医の理解と対応力を
高め，患者の生活機能改善と診療の質向上に資する 1冊となれば幸いである．
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